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＜見出し＞
６月議会
総務委員会、厚生委員会で市民からの陳情
、条例案の審査をおこないました
中原議員
鈴木議員

陳情、条例案に※を付け、解説を囲みでお
こなう。

＜リード＞
６月羽村市議会が続いています。２１日に
は、総務委員会と厚生委員会がひらかれ、
市民からの陳情５件、条例案１件の審査を
おこないました。総務委員会には中原議員
、厚生委員会には鈴木議員が出席し、意見
をのべました。

＜囲み＞
ことばの解説

「陳情」
市役所や議会にたいして、市民から提出さ
れる要望書です。「請願」とは違い、紹介
議員が必要でないことが特徴です。

「条例」
自治体が定める法です。国が定めるのが「
法律」です。憲法には、自治体は「法律の
範囲内で条例を制定することができる」と
決められています。

＜本文＞
総務委員会
中原まさゆき議員

●「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の延
長に関する陳情
＜陳情内容＞
「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効
期限の延長を求める意見書を採択し、その
実現方について国会、内閣等への働きかけ
をお願いします。

中原議員は採択すべきとの意見を述べまし
た
＜論旨＞
　「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は在
日米軍基地の整理・再編などにより、そこ
で働いていた労働者が職を失うことになり
、それが特定の地域で多く発生することか
ら、その対策を目的に設置されたものであ
る。
　現在においてもアメリカの国防政策や国
際情勢の影響で、米軍基地での雇用関係は
不安定にあり、ひきつづき同法にもとづく
対策は不可欠である。
　羽村市議会としても陳情で要請されてい
る同法の再延長を求める意見書を採択する
必要があり、本陳情は採択すべきである。

この陳情は、総務委員会で採択されました
。

厚生委員会
鈴木たくや議員

●羽村富士見霊園墓地拡張部分の一般公募
についての陳情書
＜陳情内容＞
羽村富士見霊園墓地拡張部分の利用を一般
公募で行なうべく市に働きかけ願いたい。

鈴木議員は採択すべきとの意見を述べまし
た
＜論旨＞
　羽村駅西口区画整理地域内のお墓を、ま
とめて富士見霊園に移すことを、羽村市は
「区画整理事業の一部分」としておこなっ
ている。「区画整理事業の一部分」として
おこなっている事業のお金は、区画整理会
計から出されるべきである。しかし、すで
に一般会計のお金で、富士見霊園の工事が
おこなわれているのだから、その部分は「
西口専用」ではなく、一般公募で募集する
ように変更すべきである。以上の理由から
、本陳情は採決すべきである。

この陳情は、厚生委員会で不採択となりま
した。

①西多摩衛生組合の小金井市のごみ受け入
れに関する陳情書
＜陳情内容＞
小金井市のごみ受け入れは１年のみとし、
平成20年３月で終了とするよう西多摩衛生
組合に働きかけてください。
②西多摩衛生組合の小金井市のごみ受け入
れに関する説明会を求める陳情書
＜陳情内容＞
小金井市のごみ受け入れに関する一般市民
対象の説明会を開催してください。
③西多摩衛生組合の操業状況を日常的に公
表することを求める陳情書
＜陳情内容＞
西多摩衛生組合の操業状況を広報などで日
常的に公表し、定期的に一般市民対象の説
明会を開催するよう、西多摩衛生組合に要
請してください。

鈴木議員は、３つについて採択すべきとの
意見を述べました
＜論旨＞
①今回の小金井市のごみ受け入れは、「多
摩地域ごみ処理広域支援協定」によるもの
と西多摩衛生組合は説明している。しかし
、私は、小金井市の失策が原因で、広域支
援の対象ではないと考える。
　市民には疑問・不安が解決されないまま
残されている。この声にこたえて対策をと
る責任を羽村市は負っている。すくなくと
も、現在の契約が切れる平成２０年３月で
受けいれを終了するよう、羽村市としても
西多摩衛生組合にもとめていくべきである
。以上の理由から本陳情を採択すべきであ
る。

②西多摩衛生組合は、周辺住民を対象に説
明会を開催している。しかし、周辺住民以
外でも、小金井市のごみ受け入れに関する
疑問・不安の声は大きい。市は、「窓口に
質問に来れば、説明する」という消極的姿
勢ではなく、全市民向けの説明会を開催し
、積極的に市民の声にこたえていく責任が
ある。以上の理由から、本陳情を採択すべ
きである。

③陳情の添付資料にもあるように、西多摩
衛生組合において、故障などは日常的に起
きている。
　ごみ焼却施設は、「危険がともなう施設
」である、との認識を、リアリズムにもと
づいてもつことが、操業者、羽村市、市民
ともに必要である。
　その認識の上に立ってお互いが努力を重
ねてこそ、重大な事故を防ぐことができる
。
　ホームページでの情報公開や定期的な報
告会の開催など、誰もが容易に操業状況の
実態を知ることができるよう、羽村市は西
多摩衛生組合へ要請をしていく必要がある
。以上の理由から本陳情を採択すべきであ
る。

この３つの陳情はいづれも厚生委員会で不
採択となりました。

小中学生の医療費窓口負担を今の３割から
２割に引き下げる条例について審査し、全
委員が賛成しました。鈴木議員は「保護者
の願いにこたえる条例案で賛成。さらに医
療費無料化にむけ努力すべき」と意見を述
べました。

無料法律相談
７月10日午後1時30分よりおこないます。
場所は、共産党羽村市委員会事務所です。
事前に予約が必要です。●●までご連絡く
ださい。

鶺鷸
鷽鶫
鵯鶸
鷭鸛

●小中学生の
医療費助成
条例

こ う せ い
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★学童保育と学童クラブを整
理して使うように。

＜見出し＞
学童保育に入れない児童
松林学童クラブで９名全員が
入所できました

＜リード＞
共働きしている世帯が増え、
小学校低学年の子どもが通う
「学童保育」に入りたくても
入れない子どもが増えていま
す。鈴木たくや議員は６月議
会で問題の解決を市へ要望し
ましたが、このたび、松林学
童クラブに入所待ちをしてい
た９名全員が入所できること
になりました。

＜本文＞
いま羽村市には９つの学童ク
ラブがあります。小学校３年
生までの子どもたちが、放課
後を友達や指導員さんと一緒
に過ごし、集団で遊んだり、
勉強をしたりしています。共
働き世帯が増えるもとで、「
学童保育」は子どもの成長と
安全にとって、なくてはなら
ない施設となっています。
　学童保育への希望者が増え
る中、羽村市は昨年、西学童
クラブを羽西１丁目に新しく
オープンしました。一時期は
４７人いた入所待ちの子ども
がほぼ解消されましたが、今
年に入って、新たに２６名の
入所待ちの子どもが生じてい
ました。
　鈴木たくや議員は、市民か
ら寄せられていた声をもとに
、６月議会で入所待ちの子ど
もの解消を市へ要望し、市は
市役所内に検討委員会をつく
ることを答弁していました。
　６月２８日に検討委員会が
開かれ、その結果として、松
林学童クラブへの入所待ちを
していた９名の子どもについ
て、入所が認められることに
なりました。
　引き続き、他の学童クラブ
でも入所待ちの子どもが解消
できるよう、力をつくしてい
きます。

兜坂です。
今日の夕方、市役所から電話
があり、７月２日から学童に
入れる事になりました！
私だけでなく、みんなからも
次々と「入れたよ！みんな一
緒だよ！」と嬉しい連絡があ
り、みんなで大喜びしました
。
夏休みだけの対策だけでなく
、平日もこれから学童に入る
事ができるとの返事で私たち
もビックリしましたが、全て
の問題が解決できて、本当に
嬉しいです。
これで、夏休みも平日も安心
して仕事ができるね、とみん
なで喜びを分かち合い、本当
に本当にホッとしました。
今まで全く進展しなかった学
童問題がこれ程の急展開で解
決できたのは全て、鈴木議員
さんのお力添えのお陰です。
本当に本当にありがとうござ
いました！！
あとは、来年も再来年も困る
人が出ないような対策をたて
て貰える事を、願うばかりで
す

　小学校低学年の子どもが放課後や夏休みに通う「学童クラブ」への希望者が増えて

います。鈴木たくや議員は６月議会で、学童クラブへの入所待ち児童の解決を市へ要

望しましたが、このたび、松林学童クラブに入れなかった９名全員が入所できること

になりました。

　市役所から電話があり、７月２日から学童に入れる事になりました！

私だけでなく、みんなからも次々と「入れたよ！みんな一緒だよ！」と嬉しい連絡が

あり、みんなで大喜びしました。

　これで、夏休みも平日も安心して仕事ができるね、とみんなで喜びを分かち合い、

本当に本当にホッとしました。本当に本当にありがとうございました！！

（６月議会　一般質問より）

鈴木「学童保育に入りたくても入れ

ない児童が増えています。･･どのよ

うに解決していこうとお考えなのか

を伺います。」

市長「検討委員会を庁内に設置し、

まずは学童クラブの待機児解消策を

検討するよう指示したところであり

ます。」

羽村団地のお母さんから喜びの声が寄せられました

無料法律相談のお知らせ

８月１４日午後1時30分からです。予約

が必要です。鈴木議員の携帯電話まで。

(０８０－１０５８－９４５０)
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＜羽村市の９つの学童クラブ＞

●学童クラブは、子育てにとって、なくてはならない施設

　いま羽村市には９つの学童クラブがあります。小学校３年生までの子どもたちが、

放課後を友達や指導員さんと一緒に過ごし、集団で遊んだり、勉強をしたりしていま

す。共働きや一人親世帯が増えるもとで、学童クラブは子どもの成長と安全にとって、

なくてはならない施設となっています。

●新しい学童クラブをつくるなど抜本的な対策が必要

　希望者が増えるもと、羽村市は昨年、西学童クラブを羽西１丁目に新しくオープン

しました。４７人いた入所待ちの子どもがほぼ解消されましたが、今年に入って、新

たに２６名の入所待ちの子どもが生じていました。

　今回の対応は、松林学童クラブに指導員を１名増員し、入所待ちの児童９名の入所

を認めたものです。

　引き続き、すべての希望者が入所できるよう、新しい学童クラブをつくるなどの抜

本的な対策の実施にむけ、力をつくしていきます。

①小作台第二学童クラブ

②西学童クラブ

③小作台学童クラブ

④栄学童クラブ

⑤富士見学童クラブ

⑥松林学童クラブ

⑦武蔵野学童クラブ

⑧奈賀学童クラブ

⑨東学童クラブ

☆７/１現在で、富士見学童１

３名、武蔵野学童５名、栄学童

３名の入所待ち児童がいます。

松林学童クラブ（羽村動物園の前にあります）

●鈴木たくや議員の質問みのる

しょうりん がくどう


